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和光大学
2019年度 連続市民講座

多文化共生を考える

町田市共催事業／（財）町田市文化・国際交流財団共催事業／川崎市教育委員会連携事業

10月2日、9日、23日、30日   全4回、水曜日

小田急線 鶴川駅北口 徒歩 3分和光大学 ポプリホール鶴川 多目的室
受講料　全 4 回　2,000円 ※ 学生は無料

定　 員　  50 名 ※ 先着順



www.wako.ac.jp

お問い合わせ ／ お申込み

※お電話でのお申込みはご遠慮ください。

open@wako.ac.jp044-988-1433 044-988-1594

お申込み方法

〒195-8585　東京都町田市金井町 2160和光大学 企画係  大学開放フォーラム

ハガキ、FAX、Eメールのいずれかで「連続市民講座 2019 多文化共生を考える」と明記し、  ①氏名（フリガナ）　
②郵便番号・住所　③電話番号  をご記入の上、下記までお送りください。
申込締切日：９月 20 日（ 金 ）  必着

※ 内容は変更となる場合がございます。

「 移民社会 」日本の多文化共生とは何か？10 / 30 wed 挽地 康彦
現代人間学部 准教授

専門は社会学、移民研究、カ
ルチュラルスタディーズ。主
な研究テーマは、①ポスト福
祉国家／ポストコロニアル期
の福祉と移民の社会的排除、
②出郷者・異郷者からみた日
本の福祉国家形成史、など。

日本における外国人労働者の受入れが2019年4月から拡大されました。これまで「技能実習」等
に限られていた単純労働分野への新たな受入れは、日本の外国人政策の大転換を意味してい
ます。政府の成長戦略の名のもとに「外国人材の活用」が推進され、慢性的な人手不足に対応
するこの政策は、しかし、現政権によれば「移民政策ではない」とされます。外国籍住民との共生
が未整備のままに開始された受入れ拡大は、日本社会に何をもたらすのでしょうか。多民族・多
文化共生の視点から考えます。

4

韓 仁愛
 現代人間学部 講師

専門は日本の乳児保育の歴史、
乳幼児保育の日韓比較。多様な
文化や価値観が共存する現代に
おける家族や社会の現状に注目
し、乳幼児の保育・教育と子育て
支援の社会的な支援について日
韓の比較研究を行っています。

韓国の多文化家族政策の現状と課題10 / 23 wed
移民や多文化家族が増加し、全人口の１割以上が多文化家族で構成されている韓国では「多

文化支援法」が制定（2008年）され、その後、同法の一部が改訂（2017年）されました。この改定

によって幼・小・中等教育に携わる教員には多文化理解教育のための研修が義務づけられまし

た。隣国である韓国における多文化支援の取り組みや多文化家族をサポートする施策に目を

向けることによって、多様な人々と向き合い、共に暮らし、支え合う社会のありようについて考え

てみたいと思います。

3

中力 えり
現代人間学部 教授

専門は社会学。近年は、フラ
ンスやヨーロッパ諸国におけ
る（女性）移住労働者につい
て、ＥＵの移民政策との関連
で研究を進めている。

フランスには、移民出自の人々も多く暮らしています。なかには、フランス国籍でありながらも、

周囲から「フランス人」とみなされないことで、さまざまな不利益を被っている人々もいます。国

籍とはそもそもどのように決まるのか、そして国民とは何か。フランスの事例を通してみていく

ことで、ますます多様な人々が暮らすようになっている日本における多文化共生についても考

えていきます。

移民社会フランスから考える多文化共生10 / 9 wed2

インドネシアの民族数は300以上、かつ言語も60以上でありながら、とくに1998年からは民主
主義国家として維持されています。日本と同じように政府への批判はだれでも自由にできます。
政府批判は犯罪ではないという法律も確立されています。多文化の中で国が経済成長を続け
ることは簡単ではありません。しかし、インドネシアは様々な壁を乗り越えて発展しつつありま
す。本講座は講師の経験に基づき、インドネシアの共生社会についてわかりやすく概説します。
具体的には災害が多発するインドネシアでは防災教育を各地方にどのように適応させている
のかといった事例を画像を取り入れながら伝えます。

10 / 2 wed バンバン ・ ルディアント

専門は防災、地理情報システ
ム、国際協力。近年は国際協
力機構（JICA)の草の根事業
「ニアス島における伝統舞踊
「Maena」を活用した防災教
育事業」を実施。

経済経営学部 教授
1 多文化共生と民主主義を軸とするインドネシア


